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日本から得られたボラ科 Planiliza cf. subviridis type A sensu Yoshigou (2022)アン
ピンボラと P. cf. subviridis type B sensu Yoshigou (2022)タキツボメナダ（新称）
の分布記録ならびに形態に関する知見

福地伊芙映 1・佐伯智史 2・畑　晴陵 3・今井秀行 4・立原一憲 5

Planiliza cf. subviridis types A and B, defined by Yoshigou 
(2022), are reiewed based on morphological examination and 
DNA barcoding of the mitochondrial cytochrome c oxidase I 
(COI) gene region. As a result, type A was identified as Planiliza 
subviridis sensu Durand and Borsa (2015) based on CO1 se-
quences, and type B as Planiliza sp. G sensu Durand and Borsa 
(2015). Type A shares the following characters with type B: 
28–31 lateral scale rows and an adipose eyelid covering the iris. 
However, type A is distinguished from type B by the following 
characters: thick adipose eyelid, usually reaching margin of pupil 
(vs. thin, not reaching margin of pupil); ventral margin of pre-or-
bital bone distinctly curved down (vs. straight or slightly curved 
down); scales on second dorsal and anal-fins well developed, 
broadly covering soft rays (vs. poorly developed, hardly cover-
ing soft rays). Specimens of type A (n = 14, 57.4–141.9 mm SL) 
were collected from Amami-oshima, Okinawa-jima, Miyako-ji-
ma, and Ishigaki-jima islands in the Ryukyu Archipelago, south-
ern Japan, whereas those of type B (n = 18, 77.0–219.5 mm SL) 
were collected from Okinawa-jima, Kume-jima, Ishigaki-jima, 
and Iriomote-jima islands in the Ryukyu Archipelago. The mor-
phology of the holotype of Mugil anpinensis Oshima, 1922 was 
consistent with that of specimens genetically identified as type A 
in this study. Therefore, the standard Japanese name “Ampin-bo-
ra” should be applied to type A. We propose the new standard 
Japanese name “Takitsubo-menada” for type B.
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 Abstract

メナダ属 Planiliza Whitley, 1945 は，ボラ科の一属であ

る．ボラ科の分類体系は歴史的に混乱が著しく，本属を

構成する種は従来，Chelon Artedi, 1793（例えば，瀬能，

2000, 2013; Senou, 2002）または Liza Jordan and Swain, 1884

（例えば，吉野・瀬能，1984; Thomson, 1997）に含められ

てきた．瀬能（2000, 2013）や Senou (2002) は，Chelon と

Liza それぞれのタイプ種である Mugil chelo Cuvier, 1829 と

Mugil captio Cuvier, 1829 の形態差は小さいとして，Liza を

Chelon の新参異名とみなした．一方，Thomson (1997) は，

Chelon と Liza は涙骨前縁に深い切れ込みがなく，主上顎

骨後端が閉口時でも露出するという特徴を共有し，形態的

に極めて類似していることを認めつつも，前者には唇に

大型の乳頭状突起があり，後者にはないことからこれらを

別属とみなしており，日本国外では近年においてもこの見

解に従った研究が出版されていた（例えば，Ho and Shao, 

2011; Durand et al., 2012b; Kottelat, 2013）．その後，Durand 

et al. (2012a) や Durand and Borsa (2015) は，分子系統解析

の結果に基づいてボラ科内の属分類を再編し，Thomson 

(1997) が Chelon と Liza に含めていた名義種のうち，主に

大西洋や地中海に分布する名義種からなるクレードに対し

てChelonを使用し，Lizaをその新参異名とみなすと同時に，

主にインド洋・西太平洋に分布する種からなるクレードに

対し，従来 Thomson (1997) によって Liza の新参異名とさ

れていた Planiliza を使用することを提案した．吉郷（2022）

はこの見解に従い，Planiliza に対して標準和名メナダ属を

使用している．なお，Xia et al. (2016) は，分子系統解析に

用いた標本の形態を観察した結果，Planiliza は第 2 椎体の

神経関節突起が長く，先端が鈍いことによって，短く，先

端が鍵状の Chelon と識別可能であるとしていたが，その

後の研究により Chelon にも長い神経関節突起をもつ種が

含まれることが明らかとなった（Thieme et al., 2022）．し

たがって，これら 2 属を識別する形態的特徴については今

後更なる検討が求められる．

アンピンボラ Planiliza subviridis (Valanciennes, 1836) は，イ

ンド・西太平洋に広く分布し（Harrison and Senou, 1999），

少なくとも 21 の新参異名が知られる（Kottelat, 2013）．本

種は，第 1 背鰭起部が体の中央よりやや後方に位置する

こと，胸鰭基底付近が一様に銀色であること，縦列鱗数
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が 27–33 であること，脂瞼が発達し，虹彩を覆うことに

よって日本産同属他種と識別可能とされていたが（瀬能，

2013: Chelon subviridis として），吉郷（2014）は，従来ア

ンピンボラとされてきた種に，体色や生息環境が異なる 2

種が含まれることを示唆した．その後，吉郷（2022）はこ

れらをアンピンボラ A 型（以下 A 型）とアンピンボラ B

型（以下 B 型）と定義し，前者は主にマングローブ水域に，

後者は河川淡水域に出現すること，形態にも差異があるこ

とを報告した．以降，本報告では吉郷（2022）の定義した

2 型を区別していない情報について「アンピンボラ」と表

記する．

日本および台湾から得られた「アンピンボラ」に同定

される標本を調査した結果，形態的・遺伝的に識別可能な

2 種が含まれていた．本報告では，これら両種の形態を記

載し，先行研究における両種の扱いと分布記録を整理した．

また，標準和名アンピンボラを適用すべき対象の検討を行

い，和名がない種については新標準和名を提唱した．

材料と方法
計数方法と全長，尾柄長の計測は Senou et al. (1987) に，

そのほかの部位の計測は Grant and Spain (1975) に従った．

ただし，横列鱗数（transverse scales）の計数は，Harrison 

and Senou (1999) に従った．脂瞼の性状については，可能

な限り生鮮時の標本写真も参考にした．ボラ科魚類の下位

分類は統一的な見解が得られていないが，本報告で対象と

する2種の帰属はDurand et al. (2012a)およびXia et al. (2016)

に従った．両種に適用すべき学名は混乱しているため，本

報告では暫定的に吉郷（2022）に従った．本報告の対象種

以外の和名と学名の対応関係については，原則として瀬能

（2013）に従ったが，各種の属レベルの分類体系は Durand 

et al. (2012a) と Bogorodsky et al. (2024) に従った．シノニ

ムリストは Mugil anpinensis の原記載と日本における図ま

たは標本を伴う記録，世界産ボラ科魚類の網羅的な分子系

統解析をおこなった Durand and Borsa (2015) を対象とした．

標準体長は体長または SL と表記し，各部の計測はデジタ

ルノギスを用いて 0.1 mm まで行った．ただし，HMNH-P 

6212 はデジタル写真による形態観察のみで，計測はして

いない．生鮮時の色彩は固定前に撮影された日本産標本の

写真に基づく．一部の標本については，エタノール中で保

存した鰭の一部から，DNeasy Blood & Tissue Kit (QIAGEN)

を使用して DNA を抽出した．プライマーセットは FishF1

と FishR1 (Ward et al., 2005) を 用 い，PCR 試 薬 は Emerald 

Amp PCR Master Mix を使用し，ミトコンドリア DNA の

cytochrome c oxidase subunit I (COI) 領域約 600 bp を増幅し

た．得られた PCR 産物は株式会社マクロジェン・ジャパ

ンの受託サービスによって塩基配列を決定した．塩基配列

は国際塩基配列データベース（DDBJ/EMBL/GenBank）に

登録した．次に，Durand et al. (2012b)，Durand and Borsa (2015)

および Rajan et al. (2023) で解析に使用されたメナダ属 17

種に加え，外群のオニボラ Ellochellon vaigensis (Quoy and 

Gaimard, 1825) とタイワンメナダ Moolgarda seheli (Fabri-

cius, 1775) をデータベースから入手した（Table 1）．得ら

れた塩基配列は，Clustal W（Thompson et al., 1994）によっ

てアライメントを行い，相同な 524bp について近隣結合

法（Saitou and Nei, 1987）によって系統関係の推定を行なっ

た．系統樹の各節点の信頼度は 1,000 回のブートストラッ

プ法によって評価した．モデル選択および系統推定には

MEGA7（Kumar et al., 2016）を使用した．

観察標本は，京都大学総合博物館（FAKU），フィール

ド自然史博物館（FMHN），庄原市立比和自然科学博物

館（HMNH），鹿児島大学総合研究博物館（KAUM），神

奈川県立生命の星・地球博物館（KPM），国立科学博物館

（NSMT），沖縄美ら島財団総合研究センター（OCF），東

京大学総合研究博物館（ZUMT）に収蔵されている．標本

写真は各博物館のデータベースに，水中写真は神奈川県立

生命の星・地球博物館の魚類写真資料データベース（KPM-

NR）に登録されている．なお，琉球大学理学部海洋学科魚

類標本コレクション（URM-P）のタグが取り付けられた

標本は，沖縄美ら島財団総合研究センターに移管されたた

め，OCF-URM-P と表記した．魚類の標準和名の命名ガイ

ドライン（日本魚類学会，2020）は，本文中ではガイドラ

インと略記した．本報告では，希少魚類および生息地保護

の観点から日本産標本の採集は最小限に留めた．また，本

文中では詳細な採集場所は伏せた．

分子系統解析　ミトコンドリア DNA の CO1 領域によっ

て推定した近隣結合樹において，沖縄島産（LC846375）

と 台 湾 産（LC846376） の 2 標 本 は，Durand and Borsa 

(2015) に お い て Planiliza subviridis に 同 定 さ れ た 台 湾 産

（JQ060432），スリランカ産（JQ060434），インドネシア

産（JQ060433） の 3 標 本，Rajan et al. (2023) に よ っ て P. 

subviridis に同定されたインド産（MW137551, MN728289）

の 2 標本と共に単系統群を形成した（Fig. 1; Table 1）．また，

沖縄島産（LC866378），久米島産（LC846373），西表島産

（LC846374, LC846377）の 4 標本は，Durand and Borsa (2015)

においてPlaniliza sp. Gとされた台湾産の1標本（JQ060489）

と共に単系統群を形成した．

Planiliza cf. subviridis type A sensu Yoshigou (2022)

アンピンボラ
（Figs. 2, 3A, 4, 5; Tables 1–3）

Mugil anpinensis: Oshima, 1922 (in part, at least included 
holotype; see “the applicable names for two species”): 245 
(type locality: Anpin, Taiwan).
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Fig. 1. Neighbor-joining phylogenetic tree of the genus Planiliza based on partial CO1 sequences (524 bp). Numbers on each branch 
indicate bootstrap values with 1,000 replicates. Scale bar represents number of nucleotide replacements per site. Red circles repre-
sent specimens sequenced in the present study.
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Chelon subviridis: Nakae et al., 2018: 227 (Amami-oshima 
island, Japan)

Planiliza subviridis (not of Valenciennes, 1836): Durand and 
Borsa, 2015: fig. 1 (Sri Lanka, Indonesia, and Taiwan).

Planiliza cf. subviridis type A: Yoshigou, 2022: 16, pl. 2-P 
(Ishigaki-jima island, Japan).

標 本　19 標 本， 体 長 57.4–186.5 mm． 奄 美 大 島：

HMNH-P 203，体長 96.0 mm，1999 年 5 月 2 日，吉郷英範；

KAUM–I. 14251，体長 141.4 mm，1998 年 11 月 28 日，米

沢俊彦；NSMT-P 131505，体長 91.9 mm，1989 年 9 月 15 日，

採集者不明；NSMT-P 148113，体長 89.7 mm，1989 年 9 月

15 日， 採 集 者 不 明；OCF-URM-P 31796， 体 長 57.4 mm，

1994 年 5 月 1 日， 吉 郷 英 範， 沖 縄 島：NSMT-P 148109，

体 長 141.9 mm，2017 年 8 月 12 日， 福 地 伊 芙 映；OCF-

URM-P 30916，体長 91.1 mm，1993 年 12 月 12 日，吉郷英

範；OCF-URM-P 33854，体長 75.3 mm，1995 年 6 月 25 日，

吉 郷 英 範；OCF-URM-P 16548， 体 長 82.2 mm，1983 年 1

月 13 日，瀬能　宏．宮古島：KAUM–I. 180600，体長 74.6 

mm，2023 年 2 月 23 日，古橋龍星・赤池貴大，石垣島：

KPM-NI83106，体長 85.2 mm，1980 年 7 月 19 日，瀬能　宏；

KPM-NI83107，体長 86.5 mm，1980 年 7 月 19 日，瀬能　宏；

KPM-NI83108， 体 長 82.9 mm，1980 年 7 月 10 日， 瀬 能　

宏；OCF-URM-P 39407， 体 長 127.0 mm，1998 年 8 月 13

日，吉郷英範，台湾：FAKU 211204，体長 93.3 mm，1920

年 12 月 23 日，大島正満；FAKU 212205，体長 134.0 mm，

1920 年 12 月 23 日， 大 島 正 満；NSMT-P 148110， 体 長

Fig. 2. Fresh specimens of Planiliza cf. subviridis type A from Ryukyu Archipelago, southern Japan. A: NSMT-P 148109, 141.9 mm 
SL; B: KAUM–I. 180600, 74.6 mm SL.
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132.2 mm，2018 年 3 月 25 日，福地伊芙映；ZUMT 14861，

体長 111.4 mm，採集日不明，青木赳雄；ZUMT 15000，体

長 186.5 mm，採集日不明，青木赳雄．

識別的特徴　本種は下記の特徴より日本産同属他種か

ら識別される．縦列鱗数が 28–31；眼隔域はほぼ平坦で，

体背面に隆起縁はない；涙骨下縁は前上顎骨後端で下方に

曲がる；脂瞼は虹彩を覆い，保存状態が良好かつ体長 80 

mm 以上の標本では瞳孔の縁まで達する；第 1 背鰭起部は

Table 2. Counts and measurements of Planiliza cf. subviridis type A sensu Yoshigou (2022)  and P. cf. subviridis type B sensu Yoshi-
gou (2022) from Japan and Taiwan.

Species Planiliza cf. subviridis type A sensu 
Yoshigou (2022) 

Planiliza cf. subviridis type B sensu 
Yoshigou (2022) 

Locality Japan and Taiwan Japan and Taiwan
(n = 19) (n = 19)

SL (mm) 57.4–186.5 77.0–221.8
Counts 
 Dorsal fin rays Ⅳ, 8–9 Ⅳ, 8–9
 Anal fin rays Ⅲ, 8–9 Ⅲ, 8–9
 Pectoral fin rays 14–16 15–16
 Pelvic fin rays Ⅰ, 5 Ⅰ, 5
 Caudal fin rays 12 12
 Cheek scale rows 3–4 3–4
 Lateral scales 28–31 28–31
 Transverse scales 10–11 10–11
 Circumpeduncle scales 15–17 15–16

Measurements (% of SL) Range (mean) Range (mean)
 Prefirst dosal fin length 50.7–58.2 (54.0) 50.6–54.6 (52.5)
 Presecond dorsalfin length 75.0–81.5 (77.9) 75.6–79.0 (77.5)
 Prepelvic fin length 37.3–43.1 (40.7) 37.6–41.7 (39.8)
 Preanal fin length 70.9–75.9 (72.8) 71.3–75.0 (73.1)
 Caudal peduncle length 18.0–22.8 (20.6) 18.8–21.3 (19.9)
 Distance bettween 1st and 2nd dorsal fins 23.5–27.0 (25.5) 23.2–27.8 (25.9)
 Head length 24.5–29.9 (27.2) 24.5–27.7 (26.1)
 Snout length 5.7–7.9 (6.9) 6.4–7.3 (6.8)
 Postorbital length 12.6–15.7 (14.0) 12.6–14.7 (13.6)
 Eye diameter 5.8–8.1 (7.2) 5.2–7.2 (6.5)
 Adipose eyelid length 11.2–16.4 (13.7) 9.9–14.1 (11.9)
 Adipose eyelid gap 3.4–7.5 (5.6)* 4.5–7.3 (5.3)
 Width of mouth 8.0–10.2 (9.2) 7.2–9.2 (8.3)
 Interorbital width 9.4–12.3 (10.8) 10.2–12.6 (11.1)
 Thickness at pectral fins 15.6–19.1 (17.3) 16.5–18.8 (17.9)
 Thickness at first dorsal fins 10.3–17.9 (12.9) 13.2–17.7 (15.1)
 Thickness at second dorsal fins 5.9–10.0 (8.0) 8.7–13.9 (10.0)
 Thickness of upper lip 1.2–2.4 (1.8) 1.3–2.1 (1.6)
 Depth at mouth corner 3.9–7.4 (5.6) 4.2–8.0 (5.9)
 Depth at eye 11.3–15.8 (13.5) 11.9–14.4 (13.6)
 Depth at pectral fin 19.3–27.3 (23.3) 20.1–26.7 (22.8)
 Depth at first dosal fin 24.8–34.8 (28.8) 25.9–29.7 (27.8)
 Depth at anus 23.0–27.4 (25.2) 22.3–26.6 (24.3)
 Depth at caudal penduncle 11.4–13.4 (12.4) 11.3–12.5 (11.9)
 Pectoral fin length 17.2–22.7 (18.9) 16.6–20.9 (19.0)
 Pectoral fin base length 4.8–6.5 (5.6) 5.1–6.5 (5.5)
 First dosal spine length 14.7–20.0 (17.7) 14.2–17.8 (16.0)
 Second dorsal spine length 13.4–16.8 (15.6) 13.0–15.7 (14.5)
 Third dorsal spine length 11.2–14.3 (13.0) 10.8–13.2 (12.2)
 Fourth dorsal spine length 5.1–7.9 (6.6)** 4.7–8.4 (6.8)
 First dosal fin base length 6.9–9.0 (7.6) 6.1–7.8 (7.0)
 Dorsal obbasal scale length 5.9–9.4 (7.9) 6.2–11.1 (8.3)
 Second dorasal fin height 14.1–18.1 (15.7)*** 14.4–16.7 (15.2)****
 Second dorsal fin base length 7.5–9.3 (8.4) 7.7–9.9 (8.9)
 Pelvic fin length 12.8–18.6 (16.0) 15.5–19.4 (16.6)
 Distance between outer side bases of ventral fins 6.7–8.4 (7.5) 6.5–7.7 (7.0)
 Pelvic obbasal scale length 4.6–10.9 (8.1) 5.1–10.4 (8.2)
 Anal fin height 14.2–20.0 (17.1) 14.3–18.4 (16.1)
 Anal fin base length 9.5–11.7 (11.0) 10.5–12.8 (11.4)

*Except FAKU 212005; **except HMNH-P 203;  ***except KPM-NI 83108; ****except ZUMT58081.
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体の中間より後方に位置し，吻端より尾鰭基底に近い；第

2 背鰭と臀鰭の被鱗域は広く，軟条の大部分を覆う；胸鰭

基底は一様に銀色．

記載　計数形質と計測値の体長に対する百分率を Table 

2 に示した．体は細長い紡錘形で，後半ほど強く側扁する．

体背面に隆起縁はない．眼隔域はほぼ平坦．吻端から第 1

背鰭起部にかけての体背縁はほぼ直線．上唇は肥厚せず，

前下縁に微細な単尖頭歯をそなえる．下唇前縁は平滑．吻

はやや尖り，吻長は眼径よりも長いが，体長 110 mm 未満

の標本では，ほぼ等しいか吻長の方が短い．涙骨は下縁と

後縁に鋸歯をそなえ，下縁は前上顎骨後端で下方に曲がる．

ただし，体長 80 mm 未満の標本では緩やかに下方に曲が

る．主上顎骨後端は口角部よりはるか後方に位置し，閉口

時でもやや腹側に露出する．脂瞼は虹彩を覆い，瞳孔の縁

まで達する．ただし，体長 80 mm 未満の標本では脂瞼は

瞳孔の縁までは達しない．胸鰭基底上端は，瞳孔の上端よ

りも低い．胸鰭は伸長せず丸みを帯び，その後端は第 1 背

鰭起部直下に達しない．第 1 背鰭起部は体の中間より後方

に位置し，吻端より尾鰭基底に近い．第 2 背鰭起部は臀鰭

第 3 軟条の直上よりも後方に位置する．第 2 背鰭と臀鰭の

先端はわずかに伸長し，遠位縁はごく浅く湾入する．腹鰭

起部は胸鰭基底よりも後方に位置し，たたんだ腹鰭の後端

は第 1 背鰭起部直下に達するかより後方に達する．尾鰭は

弱い二叉形．肛門は臀鰭直前に位置する．体は弱い櫛鱗で

覆われる．頭部の被鱗域は前鼻孔を越える．腋鱗は通常ほ

とんど伸長せず，体側を覆う鱗とほぼ同形状．第 2 背鰭と

臀鰭の被鱗域は広く，軟条も含めた鰭の 70% 程度の面積

を覆う．ただし，体長 60 mm 未満の小型標本では第 2 背

鰭の被鱗域がやや狭く，軟条も含めた鰭の 40% 程度の面

積を覆う．

色彩　生鮮時（Fig. 2A, B）―吻端から尾柄部にかけて

の体背面はくすんだ茶色．体側上部はうぐいす色．体側中

央から腹面にかけては明るい灰色でグアニンに覆われる．

虹彩は全体的に白く，上部は赤み帯びた橙色．瞳孔は黒色．

Fig. 3. Holotype (A: FMNH 59143, 152.6 mm SL, Anpin, Taiwan) and illustration (B: 196 mm TL, Kwaren River, Taiwan, Oshima, 
1922: pl. 11, fig. 1) of Mugil anpinensis Oshima, 1922.
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主鰓蓋骨上部は金色．胸鰭基底は一様に銀色．胸鰭は淡い

黄色．腹鰭は白色半透明で，鰭条の先端は黄色みを帯びた

白色．第 1 背鰭は棘がくすんだ茶色で，鰭膜は白色半透明．

第 2 背鰭は淡い茶色．尾鰭は全体的に淡い茶色で，後縁は

暗い茶色．臀鰭は白色半透明で最長軟条の先端付近は白色．

分布　日本，台湾，インド，スリランカ，インドネシ

アのジャワ島に分布する（Durand et al., 2012b; Rajan et al., 

2023；本報告）．ただし，台湾を除く国外からの記録は塩

基配列に基づくものであり，形態の記載を伴わない．日

本国内においては，奄美大島（Nakae et al., 2018；吉郷，

2022；本報告），沖縄島（本報告），宮古島（本報告）およ

び石垣島（吉郷，2022；本報告）から標本に基づき記録さ

れている．

生息環境　日本産標本は，内湾に注ぐ河川の河口付近

やマングローブ，都市河川の汽水域，干潟から得られてい

る．琉球列島では，同属のコボラ Planiliza macrolepis (Smith, 

1846) や セ ス ジ ボ ラ P. lauvergnii (Eydoux and Souleyet, 

1850)，ヒルギメナダ P. melinoptera (Valenciennes, 1836) に

混ざって採集されることが多い．なお，日本産標本の大部

分は体長 100 mm 未満の小型個体である． 

備考　分子系統解析によって，Durand and Borsa (2015)

において，Planiliza subviridis に同定された種と単系統群

を形成した 2 標本を含む 17 標本は，尾鰭の後縁が暗色に

縁取られる，脂瞼は虹彩を覆い，瞳孔の縁まで達する，

涙骨下縁は前上顎骨後端で下方に曲がるなどの形態的特

徴が，吉郷（2022）において A 型として掲載された標本

（HMNH-P 203, OCF-URM-P 39407）の形態とその記載にお

おむね一致したため，A 型と同種であると判断された．ま

た，Mugil anpinensis Oshima, 1922 の ホ ロ タ イ プ（FMNH 

59143，体長 152.6 mm，台湾安平産；Fig. 3A）も上記の形

態的特徴をすることから，A 型と同種であると判断され

た．上記の特徴に加え，吉郷（2022）は A 型の特徴とし

て，涙骨の後縁が鋸歯状でやや丸いこと，体高が臀鰭付近

で高いことをあげている．このうち，涙骨後縁の形状につ

いては，直線に近い標本もみられたことから，傾向的な差

はあるものの，同定形質としては明瞭でないために不適切

であると考えられた．なお，A 型の涙骨は大型の鱗に覆わ

れている場合が多く，しばしば下縁や後縁が観察しにくい

ことに留意する必要がある．本報告では腹部における体高

を計測していないが（タキツボメナダの備考を参照），吉

郷（2022）の指摘通り，大部分の標本で臀鰭起部付近の体

高が腹部における体高と同程度，もしくは腹部よりわずか

に高い傾向が認められた．A 型の脂瞼は小型標本では瞳孔

の後方のみ脂瞼が発達するが（Fig. 4C），成長に伴い瞳孔

の前方も発達し，盛り上がる（Fig. 4A, B）．本種の第 2 背

鰭と臀鰭の被鱗域は，小型標本でも比較的発達しており軟

条を覆う（Fig. 5C, F）．また，大型標本では鱗が厚くなる

ため，軟条が観察しにくくなる傾向がある（Fig. 5A–E）．

Durand and Borsa (2015) は，分子系統解析に用いた標本

の形態的特徴と各名義種のタイプ産地から，遺伝的に識別

されるタクソンと名義種の対応関係を類推し，本種に対し

P. subviridis を使用していると考えられるが，解析に使用

した標本の形態は記載されておらず，おそらくタイプ標本

も直接観察していない．Mugil subviridis やその新参異名で

ある Mu. dussumieri Valenciennes, 1836 など一部の名義種は

複数の産地から得られた標本や詳細な産地の曖昧なものに

基づき記載されているため，アンピンボラに適用すべき学

名の決定には関連する名義種の原記載・タイプ標本の精査

を含めたさらなる分類学的研究が必要である．

Mugil anpinensis は，脂瞼が発達せず，虹彩を覆わない種

である Mu. melinopterus（= ヒルギメナダ P. melinoptera）の新

参異名とされることもある（Thomson, 1997; Ho and Shao, 

2011）．これは，Oshima (1922) において虹彩（iris）と瞳孔

Fig. 4. Adipose eyelid of Planiliza cf. subviridis type A from 
Ryukyu Archipelago, southern Japan. A: ZUMT 15000, 186.5 
mm SL; B: NSMT-P 148109, 141.9 mm SL; C: KAUM–I. 
180600, 74.6 mm SL.
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（pupil）が混同あるいは誤認されており，Mu. anpinensis

の記載（p. 246）が，“adipose eyelid well developed, but not 

covering the iris”（脂瞼はよく発達するが，虹彩は覆わない）

と書かれていることに起因すると考えられた．しかし，先

述の通り Mu. anpinensis のホロタイプは脂瞼が発達し，虹

彩を覆うため，両名義種は明らかに別種である．

Planiliza cf. subviridis type B sensu Yoshigou (2022)

タキツボメナダ（新称）
（Figs. 6–9, 2B; Tables 1–3）

Mugil anpinesnsis (not of Oshima, 1922): Oshima, 1922 (in 
part, at least not included holotype of this species; see “the 
applicable names for two species”): pl. 11, fig. 1 [Kwaren 
River (currently Hualien River) at Kada, Kwarenkō, Taiwan].

Mugil dussumieri (not of Valenciennes, 1836): Senou and 
Suzuki, 1980: 58, pl. 3-G, fig. 3 (Iriomote-jima island, Japan).

Liza subviridis: Yoshino and Senou, 1984: 117, pl. 347 
(Iriomote-jima island, Japan); Yoshino and Senou, 1988: 117, 
pl 347 (Iriomote-jima island, Japan).

Chelon subviridis: Senou, 1993: 845 (Iriomote-jima island, 
Japan); Senou, 2000: 539 (Iriomote-jima island, Japan); 
Senou, 2013: 640 (Iriomote-jima island, Japan).

Planiliza sp. G: Durand and Borsa, 2015: fig. 1A (Yilan, Taiwan).
Planiliza cf. subviridis type B: Yoshigou, 2022: 16, pl. 2-Q 

(Iriomote-jima island, Japan).

標本　20 標本，体長 77.0–219.5 mm．沖縄島：NSMT-P 

148112，体長 174.5 mm，2020 年 11 月 13 日，佐伯智史，

久米島：NSMT-P 148101，体長 210.6 mm，2015 年 9 月 14 日，

鹿野雄一，宮古島：HMNH-P 6212，体長 164.7 mm，2003

年 1 月 1 日， 吉 郷 英 範， 西 表 島：HMNH-P 3402， 体 長

161.3 mm，2001 年 8 月 12 日，吉郷英範；KPM-NI 5756，

体長 146.0 mm，1998 年 11 月 20 日，瀬能　宏・鈴木寿之・

渋川宏一；KPM-NI 83102，体長 134.3 mm，1980 年 8 月 11 日，

瀬能　宏；KPM-NI 83103，体長 123.2 mm，1975 年 3 月 24 日，

瀬 能　 宏；KPM-NI 83105， 体 長 77.0 mm，1978 年 12 月

27 日，瀬能　宏；NSMT-P 147152，体長 219.5 mm，2021

年 7 月 15 日， 福 地 伊 芙 映；NSMT-P 148111， 体 長 120.2 

mm，2020 年 7 月 15 日，福地伊芙映；OCF-URM-P 1548，

体 長 163.1 mm，1960 年 7 月 11 日， 西 島 信 昇；OCF-

URM-P 30072， 体 長 141.4 mm，1993 年 7 月 27 日， 吉 郷

英範；OCF-URM-P 32603，体長 112.1 mm，1994 年 8 月 3

日，吉郷英範・関根正人・望月秀人；OCF-URM-P 32604，

体長 117.0 mm，1994 年 8 月 3 日，吉郷英範；OCF-URM-P 

33988，体長 112.3 mm，1995 年 7 月 19 日，吉野哲夫・吉

郷英範・武藤慎太郎；OCF-URM-P 39404，体長 221.8 mm，

1998 年 8 月 11 日， 吉 郷 英 範；ZUMT 58081， 体 長 127.0 

mm，1988 年 7 月 10 日， 瀬 能　 宏・ 藍 澤 正 宏；ZUMT 

58082，体長 137.5 mm，1988 年 7 月 10 日，瀬能　宏・藍

澤正宏，台湾：FAKU 212003，体長 142.8 mm，1920 年 12

月 23 日，大島正満；FAKU 212004，体長 108.5 mm，1920

年 12 月 23 日，大島正満．

識別的特徴　本種は下記の特徴より日本産同属他種か

ら識別される．縦列鱗数は 28–31；眼隔域はやや丸みを帯

びる；体背面に隆起縁はない；涙骨下縁は直線的か緩やか

に下方に曲がる；脂瞼は虹彩を覆うが，瞳孔の縁まで達し

ない；第 1 背鰭起部は体の中間より後方に位置し，吻端よ

り尾鰭基底に近い；第 2 背鰭と臀鰭の被鱗域は狭く，軟条

の大部分が露出する；胸鰭基底は一様に銀色．

記載　計数形質と計測値の体長に対する百分率を Table 

2 に示した．体は細長い紡錘形で，後部ほど側扁する．成

長に伴い腹部の断面は円形に近づく．体背面に隆起縁はな

い．眼隔域は丸みを帯びる．体長 77.0 mm から 210.6 mm

の標本では，吻端から第 1 背鰭起部にかけての体背縁が緩

やかな弧を描く．体長 219.5 mm と 221.8 mm の標本では，

前鰓蓋骨後端直上付近から第 1 背鰭基底付近にかけての体

背縁がわずかに盛り上がる．上唇は肥厚せず，前下縁に微

Fig. 5. (A–C) Second dorsal and (D–F) anal fins of Planiliza cf. 
subviridis type A. A, D: ZUMT 15000, 186.5 mm SL; B, E: 
NSMT-P 148109, 141.9 mm SL; C, F: KAUM–I. 180600, 
74.6 mm SL. Dotted lines indicate the margines of scaled ar-
eas.
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Fig. 6. Fresh specimens of Planiliza cf. subviridis type B from Ryukyu Archipelago, southern Japan. A: NSMT-P 147152, 219.5 mm 
SL; B: NSMT-P 148112, 174.5 mm SL; C: NSMT-P 148111, 120.2 mm SL.
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細な単尖頭歯をそなえる．下唇前縁は平滑．吻はやや丸み

を帯び，吻長は眼径とほぼ等しい．涙骨は下縁と後縁に鋸

歯をそなえ，下縁は直線的，もしくは緩やかに下方に曲が

り，後縁は直線的．主上顎骨後端は口角部よりはるか後方

に位置し，閉口時でも露出する．脂瞼は虹彩を覆うが，瞳

孔の縁まで達しない．胸鰭基底上端は，瞳孔の上端よりも

低い．胸鰭は伸長せず丸みを帯び，その後端は第 1 背鰭起

部直下を越えない．第 1 背鰭起部は体の中間より後方に位

置し，吻端より尾鰭基底に近い．第 2 背鰭起部は臀鰭第 3

軟条の直上よりも後方に位置する．第 2 背鰭と臀鰭の先端

は通常あまり伸長せず，遠位縁はごく浅く湾入する程度だ

が，一部の標本は先端がやや伸長し，遠位縁が浅く湾入す

Fig. 7. Underwater photographs of Planiliza cf. subviridis type B from Iriomote-jima island, Ryukyu Archipelago, southern Japan. A: 
KPM-NR 0257246, adult, 28 June 2018; B: KPM-NR 0209922, juveniles, 29 Oct. 2019.
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る．腹鰭は胸鰭基底よりも後方に位置し，たたんだ腹鰭

の後端は背鰭棘部基底中央部直下に達するかわずかに越え

る．尾鰭は弱い二叉形．肛門は臀鰭直前に位置する．体は

弱い櫛鱗で覆われる．頭部の被鱗域は前鼻孔よりも前方に

達する．胸鰭の腋鱗は通常伸長せず，体側を覆う鱗とほぼ

同形状．第 2 背鰭と臀鰭の被鱗域は狭く，軟条の大部分が

露出する．体長 200 mm 以上の標本では，臀鰭の鰭膜上に

被鱗域が広がり，鰭の 70% 程度に達するが，軟条の大部

分は露出する．

色彩　生鮮時（Fig. 6A–C）―吻端から尾柄部にかけて

の体背面は黄色みを帯びた茶色．体側上部は鬱金色．体側

中央から腹部にかけては明るい灰色でグアニンに覆われ

る．虹彩は全体的に白色で，上部は黄色みを帯びた橙色．

瞳孔は黒色．主鰓蓋骨上部は赤みを帯びた金色．胸鰭基底

は一様に銀色．胸鰭は淡い黄色．腹鰭は白色半透明で，鰭

条の先端は黄色みを帯びた白色．第 1 背鰭は棘がくすんだ

茶色で，鰭膜は白色半透明．第 2 背鰭と尾鰭は全体的にく

すんだ茶色．臀鰭は白色半透明で最長軟条の先端付近は白

色．

分布　日本，台湾，インドネシアのロンボク島から

記 録 さ れ て い る（Durand et al., 2012b; Delrieu-Trottin et 

al., 2020；本報告）．ただし，インドネシアからの記録は

Planiliza sp. G としての塩基配列（NCBI データベースアク

セッション No. MT885057）に基づくものであり，形態の

記載を伴わない．日本国内においては沖縄島（本報告），

久米島（本報告），宮古島（吉郷，2022），および西表島（瀬

能・鈴木，1980；吉郷，2022；本報告）から標本に基づき

記録されている．

生息環境　日本産標本は，汽水域直上付近の滝つぼや

その周辺の平瀬や淵，内湾に注ぐ小規模河川の河口，湧水

由来の小河川の淡水域などから得られている．第一，第二

著者の水中目視観察により，本種は春から秋にかけて，単

独もしくは 5 個体程度の群れで淡水域に出現することが確

認された（Fig. 7A）．また，西表島では 10 月に当歳魚と考

えられる体長 60 mm ほどの個体が汽水域直上の淵で確認

された（Fig. 7B）．なお同所では，B 型の成魚の他にナガ

レフウライボラ Moolgarda heterocheila (Bleeker, 1885) とボ

ラ Mugil cephalus cephalus Linnaeus, 1758 の当歳魚も観察さ

れたが，写真の個体は胸鰭基底付近が一様に銀色（vs. ナ

ガレフウライボラでは鰭基底上端付近に濃紺の小斑を有す

る；ボラでは胸鰭基底付近が青色）（瀬能，2013; Fukuchi 

and Tachiahra, 2020；本報告）であること，縦列鱗数が明

らかに 32 未満（vs. 35–39; 37–44）（瀬能，2013；本報告）

であることから B 型の当歳魚であると判断した．

各島における採集状況と水中目視観察の結果を踏まえ

ると，B 型は高水温期に淡水域に遡上し，低水温期は汽

水域または海に移動していると考えられた．しかし吉郷

（2022）は，冬季に宮古島の淡水域で採集した標本を報告

していることから，湧水由来の水温が安定した河川であれ

ば周年淡水域に留まる可能性もある．

備考　分子系統解析によって Planiliza sp. G sensu Durand 

and Borsa (2015) と単系統群を形成した 4 標本を含む 18 標

本は，脂瞼は虹彩を覆うが，瞳孔の縁まで達しない，涙骨

の下縁と後縁が直線的である，腹部の断面が円形に近いな

どの形態的特徴が，吉郷（2022）において B 型として掲

載された標本（HMNH-P 3402, OCF-URM-P 39404）の形態

におおむね一致したため，B 型と同種であると判断された．

上記の特徴に加え，吉郷（2022）は B 型の形態的特徴と

して，たたんだ腹鰭の後端が背鰭棘部基底中央部付近に達

すること，腹部における体高が高いことをあげている．し

かし，腹鰭後端と背鰭棘の位置関係は個体差がみられ，一

部の標本では腹鰭後端が背鰭棘部基底中央部よりも後方に

達することから，傾向的な差はあるものの同定形質として

は不適切であると考えられた．また，ボラ科魚類は，摂

餌や生殖腺発達の影響で腹部の形状が大きく変化するた

め，本報告では腹部（腹鰭起部）における体高を計測して

いないが，B 型は成長に伴い体の断面が円形に近くなり，

200 mm SL を超える標本では腹部が下方に膨出する傾向が

みられた（Fig. 6A）．ただし，一部のメナダ属では，雌が

雄より大型に成長することが報告されており（Chen et al., 

1999; Rahman et al., 2016），大型標本に特徴的な形態は性

差の可能性もある．

B 型の脂瞼は虹彩を覆うが，大型標本であってもやや

薄い（Fig. 8A, B）．そのため，エタノール中での保存や観

察中の乾燥によって著しく収縮し，観察が難しい場合が

あることに留意する必要がある．一方，第 2 背鰭と臀鰭の

被鱗域は成長に伴い広がるが，大型標本であっても軟条の

分枝部分は鱗に覆われない（Fig. 9A, B, D, E）．そのため，

同定に際しては脂瞼の発達だけではなく，被鱗域や涙骨下

縁の形状などの乾燥よって変化しにくい形質を併せて観察

することが望ましい．

考　　察
比較　A 型と B 型は，縦列鱗数が 28–31，体背面に隆

起縁はない，脂瞼は虹彩を覆う，第 1 背鰭起部は体の中間

より後方に位置し，吻端より尾鰭基底に近い，生鮮時に胸

鰭基底は一様に銀色であるという特徴により日本産同属他

種から識別される（本報告）．A 型はこれまで B 型と混同

されてきたものの（以下に詳述），前者は後者に比べ脂瞼

が厚く虹彩を覆い，瞳孔の縁まで達する（vs. 脂瞼はやや

薄く虹彩を覆うが，瞳孔の縁までは達しない），涙骨下縁

は下方に曲がる（vs. 涙骨下縁は直線的もしくは緩やかに

下方に曲がる），第 2 背鰭と臀鰭の被鱗域は広く，軟条の

大部分を覆う（vs. 被鱗域は狭く，軟条の大部分が露出する）



Ichthy 62 ǀ 2025 ǀ 13

Fukuchi et al. — Records of Planiliza cf. subviridis types A and B from Japan

ことによって識別される．

両種は計数形質や体長に対する各部の比に顕著な違い

が認められないが，縦列鱗数の最頻値は A 型では 29 であ

るのに対し，B 型では 30 であった．また，頬部鱗列数の

最頻値は両種ともに 4 であるが，A 型では 3 の個体も多く

みられた（Table 3）．加えて，A 型は成長に伴い，体長に

対する目を通る垂線の最大値（depth at eye）が，B 型より

小さくなる傾向がみられた（Fig. 10）．吉郷（2022）が指

摘した両種の主上顎骨後端の露出度の違いは，おそらく

頭部の形状の違いに起因するものであり，頭部が細長い A

Cheek scales Latelal line scales
3 4 28 29 30 31

Planiliza cf. subviridis type A 9 10 5 13 0 1
Planiliza cf. subviridis type B 3 16 5 5 7 2

Table 3. Frequency distribution of cheek scales and lateral scales of Planiliza cf. subviridis type A sensu Yoshigou (2022)  and P. cf. 
subviridis type B sensu Yoshigou (2022) from Japan and Taiwan.

Fig. 8. Adipose eyelid of Planiliza cf. subviridis type B. A: NS-
MT-P 147152, 219.5 mm SL; B: NSMT-P 148112, 174.5 mm 
SL; C: NSMT-P 148111, 120.2 mm SL.

Fig. 9. (A–C) Second dorsal and (D–F) anal fins of Planiliza cf. 
subviridis type B. A, D: NSMT-P 147152, 219.5 mm SL; B, 
E: NSMT-P 148112, 174.5 mm SL; C, F: NSMT-P 148111, 
120.2 mm SL. Dotted lines indicate the margines of scaled 
areas.

Fig. 10. Relationship between standard length (SL; mm) and 
depth at eye in (triangles) Planiliza cf. subviridis type A and 
(diamonds) P. cf. subviridis type B.
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型では主上顎骨後端が B 型よりも腹側に露出する（Figs. 4, 

8）．

両種に適用すべき和名　瀬能・鈴木（1980）は西表島

産の 1 標本に基づき，Mugil dussumieri Valenciennes, 1836（和

名なし）を報告しており，これが実質的な「アンピンボ

ラ」の日本初記録であるとされる（瀬能，2013）．その後，

吉野・瀬能（1984：日本産魚類大図鑑）は，西表島産の標

本（KPM-NI 83102）を Liza subviridis に同定し，日本産標

本に対して初めて和名「アンピンボラ」を用いた．また，

同図鑑の第 2 版である吉野・瀬能（1988）は，初版とは異

なる標本（ZUMT 58081）を「アンピンボラ」として掲載

している．調査の結果，これらの文献に掲載された標本は

いずれも涙骨の下縁が直線的で，第 2 背鰭と臀鰭の被鱗域

が狭く，軟条は基底付近を除き鱗に覆われないといった特

徴が認められたことから B 型に同定された．なお，吉野・

瀬能（1988）に掲載された標本は，「日本産魚類検索：全

種の同定」初版から 3 版（瀬能，1993, 2000, 2013）に掲載

された「アンピンボラ」のスケッチのもととなった個体で

ある（瀬能　宏氏，私信）．以上のことから，吉郷（2022）

以前に出版された，日本産「アンピンボラ」の図版を伴う

主要な文献は，すべて B 型を示していたことになる．

ガイドライン条 2.2 に従えば，標準和名アンピンボラ

は「日本産魚類検索：全種の同定」の 2 版に掲載されたス

ケッチのもととなった B 型に対して使用するべきである

が，アンピンボラという和名は 1922 年の Mugil anpinensis

新種記載時に台湾安平産標本に基づき提唱されたものであ

り，その由来はタイプ産地であると判断できる．本報告で

は地名と紐づいた和名について不要な混乱を避けるため，

ガイドライン条 2.2（注 5）に従い，Mu. anpinensis のホロ

タイプ（FMNH 59143）を基準標本として，その同一タク

ソンであるアンピンボラ A 型に対して標準和名アンピン

ボラを適用する．また，B 型には適用すべき和名がないた

め，西表島産の NSMT-P 147152（Fig. 6A）を基準標本と

して，新標準和名タキツボメナダを提唱する．これは，本

種が琉球列島の河川において滝つぼによく出現すること

にちなむ．なお，原田（1943）は中国海南島から得られ

た，発達した脂瞼をもつ縦列鱗数が 28–31 のボラ科魚類を

P. subviridis の新参異名である Mu. dussumieri に同定し，ド

スミエボラという和名を提唱しているが，その検索表には

“ 眼前骨（＝涙骨）が著しく腹面に湾曲する ” とあるため，

少なくとも B 型ではないと判断した．

前述のとおり，Mugil anpinensis のホロタイプは A 型と

同一タクソンであり，体長および形態的特徴も，脂瞼の

記載をめぐる混乱（アンピンボラの備考欄参照）を除い

て，Oshima (1922) における原記載の内容と矛盾しない．

ただし，Mu. anpinensis のスケッチ（Oshima, 1922: pl. 11, 

fig. 1; Fig. 3B）はホロタイプではなく，台湾北東部を流れ

る花蓮渓［Kwaren River（現在は Hualien River）］産の全

長 196 mm のパラタイプをもとに作成されており（Oshima, 

1922），涙骨下縁が直線的で，脂瞼は虹彩を覆うが，瞳孔

の縁までは達しない，第 2 背鰭と臀鰭の被鱗域は基底付近

のみに広がり，軟条の大部分が露出するなど，典型的な B

型の特徴が認められる．ホロタイプ以外のタイプシリーズ

（安平産 1 標本，花蓮渓産 3 標本）は所在不明であるため（Ho 

and Shao, 2011），本報告ではスケッチのもととなった個体

を直接確認することはできなかった．しかし，大島正満は

Mu. anpinensis の記載論文が公開される前年の 1921 年に，

記載時の学名とは異なる「Liza anpinensis」と記したラベ

ルと共に，台湾南部の東港産 3 標本（非タイプシリーズ）

を京都大学理学部動物研究室に送っており（松沼，2022），

調査の結果，アンピンボラ 1 標本（FAKU 211204）とタキ

ツボメナダ 2 標本（FAKU 212003，212004）が含まれてい

ることが確認された．このことから，彼はおそらく両種を

区別していなかったと考えられ，タイプシリーズにもタキ

ツボメナダが含まれている可能性が高い．

保全　現在「アンピンボラ」は，環境省版レッドリス

ト 2020 と沖縄県版レッドデータブック 2017，鹿児島県版

レッドデータブック 2016 において情報不足（DD），竹富

町自然環境保護条例において希少野生動植物種とされてお

り（米沢・四宮，2016；立原，2017；竹富町，2017；環境省，

2020），土砂の流出や生活排水による水質悪化，底質のヘ

ドロ化などによる生息環境の悪化が懸念されている（瀬能，

2015）．しかし，選定の根拠となった分布や生態に関する

情報はタキツボメナダのものを含むものと考えられること

から，今後は両種の情報を区別した上で適切なカテゴリ判

定と必要に応じた保全策の実施が望まれる．アンピンボラ

は，護岸化が進んだ都市河川の汽水域や干潟からも採集例

があるため，埋め立てや生活排水による生息環境の悪化は

懸念されるものの，今後の調査によってより幅広い環境か

ら発見される可能性がある．一方，タキツボメナダは河川

淡水域の限られた区間に出現することから，河川改修や取

水，土砂の流入による生息環境の悪化・喪失，過度なエコ

ツーリズムによる生息地の撹乱，愛好家による採集圧など

が懸念されるため，その生息状況について注視する必要が

ある．

日本産メナダ属の検索　メナダ属は幽門垂が 4–8，体の

大部分が櫛鱗で覆われる，主上顎骨後端が口角部のはるか

後方に位置し，閉口時に露出する，第 2 椎体の神経関節突

起が伸長し，その先端は鈍いことなどにより，日本産同

科他属と識別が可能である（瀬能，2013; Xia et al., 2016）．

タキツボメナダとアンピンボラ以外の種の標徴や縦列鱗数

の範囲は原則として瀬能（2013）から引用したが，比較標

本の欄に記載した標本の形態も参考にした．なお，本検索

表は体長 80 mm 以上の標本を同定することを想定して作
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成した．

1a. 背中線は隆起縁を形成する・・・・・・・セスジボラ
1b. 背中線は隆起縁を形成しない・・・・・・・・・・2

2a. 縦列鱗数は 36–43；頭部は縦扁し，舌顎骨部は膨出す

る；第 1 背鰭起部は吻端と尾鰭基底の中間よりも前方；

体側上部の鱗は黒く縁取られ，網目模様を形成する・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・メナダ
2b. 縦列鱗数は 26–34；頭部は円筒形に近く，舌顎骨部は

膨出しない；第 1 背鰭起部は吻端と尾鰭基底の中間よ

りも後方；体側上部の鱗に縁取りはない，あるいは不

明瞭で網目模様は形成しない・・・・・・・・・・・3

3a. 脂瞼は虹彩を覆わず，眼の前後に膜状に広がるのみ・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

3b. 脂瞼は虹彩を覆う・・・・・・・・・・・・・・・5

4a. 縦列鱗数は 30–34；胸鰭基部は金色（固定後は黒色斑

として残る）；第 2 背鰭と臀鰭被鱗域はやや広く，鰭膜

を覆うが軟条は基底付近を除き露出する	・・・コボラ
4b. 縦列鱗数は 26–29；胸鰭基底は一様に銀色；第 2 背鰭

と臀鰭の被鱗域は広く，軟条の大部分が被鱗する・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヒルギメナダ

5a. 脂瞼は厚く，虹彩を覆い，保存状態が良い標本では瞳

孔の縁まで達する；涙骨下縁は前上顎骨後端で明瞭に

下方に曲がる；第 2 背鰭と臀鰭の被鱗域は広く，軟条

の大部分が被鱗する・・・・・・・・・アンピンボラ
5b. 脂瞼はやや薄く，虹彩を覆うが，瞳孔の縁まで達しな

い；涙骨下縁は直線的もしくは緩やかに下方に曲がる；

第 2 背鰭と臀鰭の被鱗域は狭く，鰭膜の一部と軟条の

基底付近を覆う・・・・・・・・・・タキツボメナダ

比較標本
メ ナ ダ P. haematocheila (Temmick and Schelegel, 1845): 

KPM-NI 23839，体長 110.7 mm，秋田県八郎潟，2009 年 3

月 28 日，杉山秀樹；KPM-NI 52839，体長 132.9 mm，千

葉県習志野市，2018 年 10 月 11 日，荒尾一樹；KPM-NI 

79978，体長 123.9 mm，東京都大田区，末松知宙．セス

ジ ボ ラ P. lauvergmii (Eydoux and Souleyet, 1850): KPM-NI 

3745，体長 182.2 mm，神奈川県小田原市，1997 年 2 月

14 日，採集者不明；KPM-NI 19328，体長 131.6 mm，沖

縄県名護市，2007 年 9 月 9 日，生駒りか・内野美穂・春

日智香子；KPM-NI 83252，体長 116.9 mm，宮崎県宮崎

市，2019 年 3 月 9 日，緒方悠輝也．コボラ P. macrolepis 

(Smith, 1846): KPM-NI 19339，体長 131.6 mm，沖縄県名護

市，2007 年 9 月 9 日，生駒りか・内野美穂・春日智香子；

KPM-NI 53291，体長 196.7 mm，宮崎県東臼杵郡門川町，

2017 年 12 月 8 日，和田正昭；KPM-NI 58654，宮崎県東

臼杵郡門川町，体長 172.8 mm，2020 年 2 月 2 日，和田正昭．

ヒ ル ギ メ ナ ダ P. melinoptera (Valenciennes, 1836): KPM-NI 

47834，体長 118.8 mm；KPM-NI 47835，体長 133.5 mm；

KPM-NI 47836，体長 107.5 mm，沖縄県石垣市，2018 年 5

月 6 日，藤本治彦．
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